
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

 

 

 

 

Ibaraki prefectural Mito technical high school, Department of information Technology 

水 
茨城県立 

戸工業高等学校 情報技術科 

ハッカーにも違いがあり、善悪のベクトルが違うだけで、知識や学んでいる内容はほぼ同じだと分かり、倫理観の必要性を感じた。 

画像で考える問題で、身近なところで起こることだと感じ、他人事ではなく自分事として考えたので役に立った。 

パスワードや ID管理だけでなく、SNSの投稿などにおいても、今後はより確実にチェックを行い、適切なものであるのか考える 

時間を増やしたいと思った。 

ネットに写真を乗せるときは、ほんの些細な情報でも自分の場所、住んでいる地域が特定できることを知って少し怖くなった。 

生
徒
感
想 

Ｇ７茨城水戸内務・安全担当大臣会合 

2023年 12月 8日㈮～10日㈰ 

会場：水戸市民会館 

いばらき P-TECH とは、「茨城県」、「一般社団法人茨城県経営者協会」、「日本アイ・

ビー・エム株式会社」が連携して行う「生涯にわたって社会で活躍する IT人財の育成

をめざす取組み」です。 

情報技術科２年生を対象に、「サイバーセキュリティ講演会」を実施しました。 
                     ～G7茨城水戸内務・安全担当大臣会合開催記念事業～ 

〈11月活動報告〉 

「サイバーセキュリティ」をキーワードに、“サイバー空間とは”、“サイバーセキュリティに必要

なこと” “IT エンジニアに求められるもの”について、実例や関連する法律、今後予想される事

項など様々な観点での講話をしていただきました。 

また、５つの事象に対しグループで話し合い、セキュリティ上「何が」「どのように」いけないの

かを検討し合い、発表しました。さらにワークショップでは、２つの画像から、「セキュリティ上気

を付けなければいけないこと」や「SNSの投稿画像からどのようにして個人の情報が特定されて

しまうのか」といった点について、体験的に理解することができました。 

警察という、あまり情報分野とは関係がないような所でも、実は密接に情報分野と関わっていることが分かり視野が広まった。 

サイバーセキュリティは、高度な知識・技

知識はもとより、様々な経験を通して、幅

性を秘めています。知識・技術だけでなく高

いばらき P-TECH 

サイバーセキュリティワークショップ 

茨城県警察 サイバー犯罪捜査官さん 
(Ｇ７茨城水戸内務・安全担当大臣会合開催記念講演) 


